★　オンスロートを使用するトーナメントを開催される方へ　★

この文章は、オンスロートを使用するトーナメント主催者の方々に、参加者に対して注意してもらいたい点をピックアップしました。

特に「変異」に関しては、間違いの無いプレイ方法と不正防止方法を最初のトーナメントでしっかり覚えてもらうことが大切であると自分は考えます。是非ともご説明よろしくお願いいたします。

・「変異」に関する参加者への説明事項

1. 変異能力とは、「プレイする時に、0マナ、名前なし、種族なし、能力なしの無色で2/2クリーチャー呪文を3マナでプレイする事を選択しても構わない」能力です。呪文ですからカウンターすることは可能です。この場合、カードは裏面でプレイされ、場に出るときも裏面で場に出ます。裏面で場に出ているとき、優先権を得た時はいつでも変異コストを支払う事により表面となります。

2. 変異コストを支払って表面になるのは、スタックを使わずに即座に解決されます。したがって、それに対応できるタイミングはありません。

3. 裏面のときに受けていた効果は表面となっても継続して効果を受けます。効果だけでなく、ダメージ、+1/+1カウンターとか、取り付いているエンチャントなども同じです。

4. 裏面から表面になった場合、これは新たに場に出たことにはなりません。もちろん、改めて召喚酔いとなるわけではありません。 

5. ＊重要＊　裏面でプレイした変異のカードは最終的には表面を対戦者に見せることになります。破壊、ゲームから取り除く、手札に返るなど、裏面の状態で場を離れたときは、表面を見せてましょう。また、ゲーム終了時に裏面になっているパーマネントは必ず表面にして不正なプレイをしていないことを証明してください。

6. ＊重要＊　裏面でプレイした変異のカードはそれぞれ区別しておく必要があります。裏面だからと言って、盤面でシャッフルしたりして相手を混乱させるのは禁止です。ダイスなどを置いて出た順番を区別するようにしましょう。 

特に＊重要＊とした点に関しては、「必ず」参加者に説明をしてください。特に5.に関して、変異なしのカードをあたかも変異クリーチャーであるかのようにプレイをした場合、不正行為としてトーナメント失格という重い罰則に繋がる可能性を説明してください。

フロアを巡回するジャッジは、ゲームの邪魔にならない程度に、裏向きでプレイされているカードに関して時々チェックをするのが良いでしょう。

サイクリングについて

　今回のオンスロートでは、サイクリングをプレイした事で誘発する能力を持っているカードもあります。サイクリングをプレイした事により誘発した能力はサイクリングよりも先に解決されます。先にサイクリングを解決してカードを引かないように注意しましょう。

最後に

オンスロートはプレイするのが非常に楽しいカードセットです。正しいルールとマナーでトーナメントが成功する事をお祈りしています。
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★　オンスロート日本語版訂正一覧　★

《魂を見つめるエイヴン／Aven Soulgazer》（カード・タイプ）
誤：クリーチャー ― 鳥・兵士
正：クリーチャー ― 鳥・クレリック
《動員／Mobilization》（カード名）
誤：《動員／Mobilization》 

正：《動員令／Mobilization》
《総帥の召集／Patriarch's Bidding》（テキスト）
誤：これにより自分が選んだタイプを持つクリーチャー・カードをすべて場に戻す。
正：これにより選ばれたタイプを持つクリーチャー・カードをすべて場に戻す。
《沈黙の死霊／Silent Specter》（テキスト）
誤：沈黙の死霊がプレイヤーにダメージを与えるたび、～
正：沈黙の死霊がいずれかのプレイヤーに戦闘ダメージを与えるたび、～
《吸魂／Syphon Soul》（テキスト）
誤：他のプレイヤーはそれぞれ２点のライフを失う。あなたはこれにより失われたライフの総数に等しい値のライフを得る。
正：吸魂は他のプレイヤーにそれぞれ２点のダメージを与える。あなたは、これにより与えられたダメージに等しい値のライフを得る。
《焼けつく肉体／Searing Flesh》（テキスト）
誤：プレイヤー１人を対象とする。～
正：対戦相手１人を対象とする。～
《陽光の突風／Solar Blast》（テキスト）
誤：あなたが陽光の突風をサイクリングしたとき、あなたは「クリーチャー１体を対象とする。陽光の突風はそれに１点のダメージを与える」ことを選んでもよい。
正：あなたが陽光の突風をサイクリングしたとき、あなたは「クリーチャー１体かプレイヤー１人を対象とする。陽光の突風はそれに１点のダメージを与える」ことを選んでもよい。
《謎めいた門／Cryptic Gateway》
誤：２体のクリーチャーと共通のクリーチャー・タイプを持つクリーチャー・カード１枚を場に出す。
正：２体のクリーチャーそれぞれと共通のクリーチャー・タイプを持つクリーチャー・カード１枚を場に出す。
《思考繋ぎのプライモック/Thoughtbound Primoc》（テキスト）
誤：あなたのアップキープに、
正：あなたのアップキープの開始時に、
《ゴブリンの監督官/Goblin Taskmaster》（テキスト）
誤：ゴブリンを１体対象とする：
正：ゴブリンを１体対象とする。
